


る。低レーザー強度の場合は、集光点からプラズマのプルームが時間と共に自由空間中へ

と広がって行く様子が観察された。一方で、高レーザー強度の場合は、dT = -8ps〜25ps

の間にワイヤー表面上の広域に渡って、瞬時にプラズマ化が形成されることがわかった。

さらに、時刻 dT = 127ps では、表面のプラズマにモデュレーションが形成され、プラズ

マの不安定性を示唆する結果が得られた。このプラズマ不安定性の候補としては、レーザ

ーとワイヤーの相互作用で電子が自由空間へ弾き飛ばされたことによる電化の非中性状態

を打ち消すために、ワイヤー表面に沿って大電流が流れ、ソーセージ不安定性等が生じる

事が考えられる。図 2の上段と下段を比較することで、相対論的レーザー強度に特有な現

象を観測することに成功した。本研究成果は、理論数値計算によって、その物理的な機構

を解明した後に論文化を行う。 

 

図 1. STAMP の実験セットアップ模式図。 

図 2. STAMP で計測されたレーザー生成プラズマの時間発展分布。(a)非相

対論的な低レーザー強度。(b)相対論的な高レーザー強度。 
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2024年度は特になし。2025 年度に日本物理学会秋季大会での発表予定。 
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